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投票日

明るく正しい選挙を

　
参
議
院
議
員
選
挙
は
去
る
十
日
公

示
さ
れ
、
来
る
七
月
四
日
が
投
票
日

で
す
。
こ
の
選
挙
は
前
号
で
も
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
“
明
る
く
正
し
い

選
挙
”
を
看
板
に
き
れ
い
な
選
挙
で

こ
ぞ
っ
て
投
票
す
る
よ
う
強
く
呼
ば

れ
て
い
ま
す
、
十
日
町
市
の
投
票

率
も
し
だ
い
に
高
ま
っ
て
き
て
よ
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
回
も
前
回

に
劣
ら
な
い
成
績
で
終
り
た
い
も
の

で
す
。
ど
う
か
次
の
こ
と
を
よ
く
お

読
み
に
な
っ
て
七
月
四
日
の
投
票
日

に
は
一
人
残
ら
ず
投
票
す
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
地
方
区
は
黒
、
全
国
区
は
赤

す
で
に
投
票
日
の
入
場
券
が
配
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
投
票
日
に

は
忘
れ
ず
に
お
持
ち
い
た
だ
き
、
こ

れ
と
引
換
え
に
投
票
用
紙
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
投
票
用
紙
を
ま
ち
が
う
と

投
票
が
無
効
に
な
り
ま
す
。
今
回
は

全
国
区
、
地
方
区
同
時
に
投
票
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
投
票
用
紙
は
地
方
区

は
黒
、
全
国
区
が
赤
イ
ン
ク
で
印
刷

し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
よ
く
た
し
か

め
て
か
ら
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
は
地
方
区
（
黒
）
が
さ
き
、

　
全
国
区
（
赤
）
が
あ
と

投
票
所
で
投
票
用
紙
を
渡
す
順
序
は

地
方
区
を
さ
き
に
渡
し
ま
す
の
で
、

こ
の
地
方
区
の
投
票
が
終
っ
て
か
ら

少
年
問
題
に
は

　
　
　
　
　
　
気
軽
に
ご
相
談
を

十
日
町
地
区
少
年
補
導
協
助
員
を
お
く

全
国
区
の
投
票
用
紙
を
受
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
投
票
開
始
は
午
前
七
時
か
ら

投
票
開
始
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
で

終
る
時
間
は
投
票
所
に
よ
っ
て
ち
が

い
ま
す
か
ら
、
入
場
券
に
か
い
て
あ

る
時
間
を
確
め
て
遅
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
二
十
四
日
立
合
演
説
会

地
方
区
選
出
議
員
選
挙
候
補
者
の
立

合
演
説
会
は
、
六
月
二
十
四
日
午
後

七
時
三
十
分
か
ら
十
日
町
市
民
体
育

舘
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
補
充
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
参
議
院
議
員
選
挙
に
伴
な
い
六
月

十
日
現
在
で
作
ら
れ
る
補
充
選
挙
人

名
簿
は
、
六
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

五
日
の
三
日
間
（
午
前
八
時
三
十
分

≧
午
後
五
時
）
市
役
所
で
関
係
者
の

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
出
を
さ

れ
た
方
は
、
こ
の
期
間
中
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
用
紙
は
ニ
ツ
折
り
に

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
記

載
し
た
ら
二
つ
に
折
っ
て
投
票
箱
の

中
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
く
い

く
つ
に
も
折
っ
た
り
す
る
と
開
票
の

と
き
破
け
た
り
す
る
ば
か
り
で
な
く

開
票
時
間
が
長
び
く
も
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
十
日
町
地
区
推
進
本
部
を
設
立

　
少
年
の
非
行
防
止
の
民
間
人
に
よ

る
少
年
補
導
協
助
員
制
度
が
こ
の
ほ

ど
設
け
ら
れ
、
十
日
町
地
区
で
も
つ

ぎ
の
人
達
が
協
助
員
と
し
て
十
日
町

警
察
署
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
助
員
は
少
年
非
行
防
止
活

動
推
進
の
た
め
に
は
、
地
域
社
会
に

通
ず
る
民
間
人
の
協
力
を
求
め
る
こ

と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
に
通
ず
る
地

域
の
実
情
に
即
し
た
人
に
よ
っ
て
委

嘱
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今

後
こ
れ
ら
の
協
助
員
の
活
動
と
し
て

は
、L

　
非
行
防
止
運
動
の
推
進

三
　
非
行
少
年
の
早
期
発
見
補
導

翫
　
継
続
補
導

4
　
地
域
環
境
の
浄
化

ε
　
少
年
相
談

な
ど
間
題
が
お
き
た
場
合
は
こ
れ
ら

協
助
員
の
方
に
気
軽
に
ご
相
談
さ
れ

る
よ
う
警
察
で
は
望
ん
で
い
ま
す
。

◎
協
助
員

野
沢
　
茂
　
（
2
9
）
U
会
社
員
目

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
春
日
町
一

　
　
　
　
　
　
一
二
の
一

大
島
伊
一
　
（
3
2
）
“
印
刷
業
目

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
辰
甲
三
六

　
　
　
　
　
　
二
の
二

大
関
和
夫
　
（
2
8
）
旺
市
役
所
職
員
“

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
辰
〇
三
七

　
　
　
　
　
　
一

　
明
る
い
ま
ち
か
ら
住
み
よ
い
く
ら

し
と
「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
」

が
全
国
的
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
運
動
の
十
日
町
地
区

推
進
本
部
が
去
る
三
日
東
北
電
力
営

業
所
で
同
所
管
内
町
村
長
、
各
種
団

体
代
表
な
ど
関
係
者
が
集
ま
っ
て
設

立
さ
れ
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
運
動

に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
強
く

推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
の
推
進
期
間
は
四
十
三

年
三
月
ま
で
の
三
力
年
で
、
本
年
の

九
月
三
十
日
ま
で
第
一
回
特
別
推
進

期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
十
日
町
地

区
と
し
て
は

L
新
増
設
運
動
（
防
犯
灯
）
と
し
て

◎
夜
間
の
実
態
調
査

◎
定
高
校
織
物
組
合
な
ど
を
通
じ
て

　
防
犯
灯
設
置
必
要
ヶ
所
の
調
査
希

　
望
申
告

◎
各
市
町
村
関
係
団
体
に
助
成
金
並

　
び
に
維
持
費
負
担
等
に
つ
い
て
の

　
実
現
促
進

乞
増
燭
勧
奨
運
動

翫
門
軒
灯
の
終
夜
点
灯
励
行
運
動
な

　
ど
の
諸
事
項
を
強
く
お
し
す
す
め

　
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
か
ら

こ
の
運
動
の
趣
盲
を
ご
理
解
い
た
だ

き
．
ぜ
ひ
ご
協
力
を
と
本
部
で
は
要

望
し
て
い
ま
す
。

な
お
特
別
期
間
中
に
お
け
る
特
典
と

し
て

L
街
路
灯
建
設
助
成
金

Z
自
動
点
滅
器
の
特
別
サ
ー
ビ
ス

3．

工
事
費
、
灯
具
の
特
別
割
引
サ
ー

　
ビ
ス
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は
本

部
事
務
局
（
東
北
電
力
「
株
」
十
日

町
営
業
所
内
）
へ

「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
十
日

町
地
区
推
進
本
部

本
部
長
　
十
日
町
市
長
　
村
山
謙
吉

副
部
長
　
十
日
町
新
聞
社
社
長

　
　
　
　
山
内
正
豊

　
〃
　
　
十
日
町
市
婦
人
会
連
合
協

　
　
　
　
議
会
長
　
　
村
山
シ
ゲ

　
〃
　
　
県
電
気
P
・
R
協
議
会
十

　
　
　
　
日
町
支
部
長
　
大
野
南
城

推
進
委
員
　
管
内
町
村
長
　
織
物
組

　
　
　
　
　
合
　
商
工
振
興
会
　
十

　
　
　
　
　
日
町
警
察
署
　
商
工
会

　
　
　
　
　
議
所
　
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
専
門
店
会
　
各
市
町
村

　
　
　
　
　
教
委
同
公
民
舘
　
同

　
　
　
　
　
観
光
協
会
　
同
交
通
安

　
　
　
　
　
全
協
会

統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
下
さ

　
事
業
所
経
済
調
査
お
よ
び
消
費

　
実
態
調
査

　
今
回
県
で
は
県
の
総
合
開
発
計
画

及
び
県
内
地
域
別
開
発
計
画
等
の
基

礎
資
料
を
得
る
目
的
で
、
県
下
の
農

林
水
産
業
を
除
く
約
十
万
民
間
事
業

所
の
う
ち
、
約
二
万
事
業
所
当
市
に

お
い
て
は
約
三
百
事
業
所
が
こ
の
事

業
所
経
済
調
査
に
指
定
さ
れ
、
今
回

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
内
容
は
事
業
所
の
経
営
組
織
、

従
業
人
数
、
事
業
の
損
益
、
資
本
形

成
、
移
輸
出
入
等
を
調
査
す
る
も
の

で
今
回
は
一
部
メ
ー
ル
調
査
（
郵
送

に
ょ
る
調
査
）
に
よ
り
実
施
い
た
し

ま
す
。
又
七
月
よ
り
消
費
実
態
調
査

も
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
県
民
経

済
計
算
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で

や
は
り
農
林
水
産
業
を
除
く
世
帯
の

う
ち
一
定
の
方
法
に
よ
り
抽
出
さ
れ

た
世
帯
か
ら
、
七
月
、
八
月
、
九
月

と
三
カ
月
間
家
計
簿
の
記
入
を
お
願

い
す
る
も
の
で
、
何
分
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
就
業
構
造
基
本
調
査

　
来
る
七
月
一
日
現
在
で
就
業
構
造

基
本
調
査
と
い
う
統
計
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
昭
和
三
十
一
年
以
来

三
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
、
今
回
は
全

国
で
一
万
九
千
調
査
区
の
う
ち
、
二

十
六
万
世
帯
が
抽
出
さ
れ
、
当
市
で

は
本
町
四
丁
目
、
高
田
町
南
三
丁
目

岩
野
、
蕨
平
、
上
田
原
、
池
谷
、
入

山
、
七
軒
町
．
住
吉
工
場
、
川
治
下

町
一
、
稲
子
平
、
小
黒
沢
、
珠
川
の

十
一
調
査
区
が
指
定
さ
れ
、
そ
の
調

世
帯
主
三
割
家
族
五
割

　
　
　
　
　
新
大
附
属
病
院
医
療
費

　
今
ま
で
新
潟
大
学
附
属
病
院
に
か

か
る
場
合
、
医
療
費
は
全
額
を
附
属

病
院
の
窓
口
で
支
払
い
、
あ
と
で
市

役
所
か
ら
本
人
へ
支
払
っ
て
い
ま
し

た
。
　
（
こ
の
方
法
を
療
養
費
払
い
と

言
っ
て
い
ま
す
）
こ
の
方
法
で
は
皆

様
が
大
変
不
都
合
で
あ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
七
月
か
ら
は
一
般
の
お
医
者

さ
ん
に
か
Σ
る
の
と
同
様
、
附
属
病

院
の
窓
ロ
ヘ
は
、
世
帯
主
は
三
割
、

家
族
は
五
割
を
支
払
っ
て
い
た
父
け

ば
よ
い
こ
と
に
大
学
と
契
約
が
で
き

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

な
お
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
国
保

の
被
保
険
者
証
を
必
ず
御
持
参
下
さ

い
。
被
保
険
者
証
を
持
参
し
な
い
と

今
ま
で
と
同
じ
く
療
養
費
払
い
と
な

り
ま
す
。

し・

査
区
内
の
指
定
さ
れ
た
世
帯
の
十
五
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

才
以
上
の
人
に
つ
い
て
就
業
者
の
産
膳

業
別
、
職
業
別
、
労
彷
時
間
、
収
入
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

額
あ
る
い
は
失
業
者
数
等
就
業
の
し
旧

か
た
の
基
本
的
な
状
態
を
明
ら
か
に
㎜

し
、
こ
の
結
果
は
今
後
の
国
の
経
済
㎜

計
画
を
は
じ
め
雇
用
失
業
対
策
等
各
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

種
施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
冊

調
査
員
の
方
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
出
稼
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
最
近
出
稼
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
㎜

す
が
、
同
時
に
叉
出
稼
先
で
の
各
種
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
間
題
が
新
聞
、
ラ
ジ
オ
等
で
報
導
㎜

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
こ
の
た
め
県
で
は
適
正
な
就
労
を
㎜

促
進
す
る
た
め
出
稼
対
策
委
員
会
を
闘

設
置
、
こ
れ
に
伴
っ
て
十
日
町
市
で
㎜

も
各
地
区
に
出
稼
職
業
相
談
所
が
設
四

置
さ
れ
前
号
で
お
知
ら
せ
の
と
お
り
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

相
談
員
が
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。
　
　
旧

出
稼
に
つ
い
て
は
正
式
な
職
業
安
定
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

機
関
の
紹
介
で
必
ず
、
安
定
所
や
出
膳

稼
相
談
所
の
正
当
な
手
続
き
に
よ
り
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

出
か
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
安
㎜

定
所
の
紹
介
で
出
稼
す
る
人
に
は
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

「
就
労
手
帳
」
を
お
渡
し
い
た
し
ま
…

す
。
　
　
　
（
十
日
町
職
業
安
定
所
）
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
会
長
に
柳
宗
平
氏
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
農
委
役
員
幽
部
改
選
　
　
…

　
第
十
回
十
日
町
市
農
業
委
員
会
総
開

会
は
去
月
二
十
六
日
開
か
れ
、
つ
ぎ
㎜

の
と
お
り
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
㎜

▽
会
長
　
柳
宗
平
（
新
任
）
▽
同
代
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

理
　
金
沢
六
平
（
新
任
）
▽
農
政
部
旧

会
長
福
崎
善
衛
門
（
新
任
）
▽
同
代
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

理
　
近
藤
宗
一
（
新
任
）
▽
農
業
振
旧

鰹
灘繊

趨灘離　　…

　
　
　
新
鋭
救
急
車
が

　
　
　
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
日
赤
か
ら
交
付

　
　
日
赤
県
支
部
は
最
近
の
交
通
戦
争

　
に
備
え
て
県
下
の
救
急
態
勢
を
整
え

　
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
十
一
台
の
救
急

　
車
を
県
下
各
市
に
配
車
し
ま
す
が
、

　
こ
の
う
ち
の
一
台
が
十
日
町
市
に
配

　
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
五
日
県

　
庁
で
の
交
付
式
に
桑
原
市
社
会
福
祉

　
事
務
所
長
、
阿
部
市
消
防
署
長
ら
が

　
お
も
む
き
交
付
を
受
け
て
き
ま
し
た

　
こ
の
救
急
車
は
セ
ド
リ
ッ
ク
パ
ソ
で

　
排
気
量
は
一
九
〇
〇
㏄
、
な
お
同
日

午
後
五
時
か
ら
消
防
署
で
こ
の
救
急

車
の
入
魂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
交
通
安
全
に

　
　
　
　
　
　
　
五
千
円
寄
付

　
　
市
内
本
町
一
、
鉄
工
業
佐
藤
仁
作

　
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
交
通
安
全
の
お
役

　
に
と
五
千
円
を
市
交
通
対
策
協
議
会

　
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
　
昭
和
四
十
年
度

　
　
第
二
次
自
衛
官
募
集

募
集
期
間
　
七
月
一
日
か
ら
九
月
三

口”■口■口巳一

興
部
会
長
　
田
村
平
八
郎
（
留
任
）

▽
同
代
理
　
小
島
雅
雄
（
留
任
）
▽

農
地
部
会
長
　
山
田
正
邦
（
留
任
）

▽
同
代
理
　
樋
熊
秀
一
（
留
任
）

　
池
田
、
上
原
さ
ん
が

　
　
　
　
　
一
万
円
を
寄
付

て
下
さ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
本
町
西
一
丁
目
池
田
定
夫
さ
ん
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
池
田
医
院
）
は
こ
の
ほ
ど
養
母
死
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

亡
に
よ
る
香
典
返
し
と
し
て
、
又
西
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

浦
町
西
上
原
伸
一
さ
ん
は
父
定
治
さ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

ん
死
亡
に
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
一
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

万
円
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

受
験
資
格

試
　
　
験

試
験
期
日

入

隊

初
任
給

衣
食
住

十
日
ま
で

満
十
八
才
以
上
二
十
五

才
末
満

中
学
卒
業
程
度
の
学
科

試
験
及
び
身
体
検
査

試
験
は
応
募
の
都
度
即

日
行
い
ま
す

陸
上
は
毎
月
一
回

海
上
と
航
空
は
八
月
及

び
九
月

一
二
、
八
O
O
円
と
そ

の
他
諸
手
当
（
公
務
負

並
）

無
料
で
支
給

　
詳
細
は
市
役
所
市
民
課
へ
ご
相
談

下
さ
い
。嫌轍　　　纂　鱒鰹

一230一



（昭和32年6月5日第三種郵便物認可）一2一
昭和40年6月15日（火曜日）ちまかおと報市No．104

水
害
や
伝
染
病
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
ろ
う

　
こ
と
し
は
異
状
気
象
に
よ
り
つ
ゆ

ど
き
や
つ
ゆ
明
け
に
豪
雨
に
よ
る
水

害
、
あ
る
い
は
伝
染
病
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
発
生
し
や
す
い
状
況
に
あ
り
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
．
こ
れ
ら
に

備
え
て
充
分
な
注
意
と
予
防
態
勢
を

整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　
つ
ゆ
ど
き
の
大
雨
に
備
え
て

　
こ
の
月
は
一
年
中
で
一
番
雨
の
多

い
月
で
す
。
特
に
月
末
の
二
十
五
日

セ
ニ
十
八
日
が
統
計
的
に
も
雨
が
多

い
そ
う
で
す
。

L
ま
ず
家
の
周
囲
の
水
ば
け
、
家
屋

，
の
雨
も
り
、
屋
根
の
修
理
な
ど
を

　
完
全
に
し
て
お
く
。

乞
家
財
な
ど
水
に
ぬ
ら
さ
な
い
よ
う

　
高
い
所
に
移
し
て
お
く
。

翫
宅
地
内
で
ガ
ケ
崩
れ
の
あ
る
よ
う

　
な
心
配
の
箇
所
は
、
充
分
に
土
ど

　
め
を
し
て
お
く
。

4
長
靴
、
雨
合
羽
な
ど
、
活
動
し
や

　
す
い
雨
具
を
用
意
し
て
お
く
。

ε
懐
中
電
灯
、
ロ
ー
ソ
ク
家
庭
常
備

　
薬
荷
造
用
ナ
ワ
な
ど
、
非
常
用
品

　
を
取
り
そ
ろ
え
、
袋
の
中
に
ま
と

　
め
て
皆
の
知
っ
て
い
る
場
所
に
お

　
く
o

　
つ
ゆ
ど
き
の
伝
染
病
予
防

　
そ
ろ
そ
ろ
蚊
の
発
生
す
る
時
期
で

す
。
庭
先
の
水
た
ま
り
、
下
水
な
ど

に
殺
虫
剤
を
操
り
返
し
ま
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
台
所
の
衛
生
も
、
つ
ゆ

ど
き
の
健
康
を
守
る
た
い
せ
つ
な
ポ

イ
ソ
ト
で
す
。
食
器
の
鮮
度
、
台
所

用
品
の
清
潔
に
も
心
を
く
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

L
ま
ず
三
十
秒
手
洗
い
の
励
行
、
で

　
き
れ
ば
清
毒
液
を
使
っ
て
や
る
。

乞
蚊
や
ゴ
キ
ブ
リ
退
治
を
徹
底
的
に

　
や
る
。

翫
生
も
の
や
最
近
出
回
っ
て
い
る
真

　
空
包
装
の
食
品
で
も
、
一
度
火
を

　
通
す
か
煮
な
お
す
こ
と
。

4
食
器
類
や
食
器
戸
棚
は
手
ま
め
に

　
熱
湯
で
ふ
い
た
り
お
弁
当
な
ど
も

　
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
く
よ
う

　
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

水
道
使
用
量
八
月
が
最
高

ム
ダ
な
使
い
方
は
や
め
て

　
全
国
水
道
週
間
は
去
る
七
日
で
終

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え

）
水
道
の
使
用
量
が
多
く
な
り
ま
す

別
表
に
あ
る
十
日
町
市
の
過
去
三
年

間
の
統
計
を
み
て
も
八
月
が
最
高
で

す
。
伝
染
病
か
ら
守
り
日
常
生
活
を

水道月別使用状況
　　　　　　　　　【　　139硝

健
康
、
明
朗
な
も
の
に
す
る
た
め
に

も
大
い
に
水
道
を
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
が
、
同
時
に
よ
い
意
味

で
の
節
水
も
心
得
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。
さ
き
ほ
ど
の
水
道
週
間

行
事
の
趣
旨
で
も
あ
り
ま
す
水
道

ら
な
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
特
に

大
事
な
間
題
が
出
た
と
き
は
半
分

半
分
の
出
席
で
は
駄
目
で
、
三
分

の
二
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
次
に
本
会
議
あ
る
い
は
委
員

会
の
会
議
に
お
い
て
、
一
つ
の
間

題
を
決
定
す
る
に
は
何
人
賛
成
者

が
あ
っ
た
ら
よ
い
か
と
申
し
ま
す

と
、
こ
れ
に
も
や
は
り
特
別
な
場

合
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
、
普
通

は
本
会
議
で
ぱ
出
席
し
た
議
員
の

数
の
半
分
以
上
の
賛
成
、
そ
れ
か

ら
委
員
会
で
も
出
席
し
た
委
員
の

半
分
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
決

定
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
民
主
主

義
に
お
け
る
多
数
決
の
原
則
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
賛
成
と
反
対

の
数
が
同
じ
で
あ
っ
た
場
合
は
本

会
議
で
は
議
長
、
，
委
員
会
で
は
委

員
長
が
可
否
の
い
ず
れ
か
に
決
す

る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
議

長
、
委
員
長
は
ど
ち
ら
の
方
へ
に

も
も
っ
て
ゆ
け
る
ご
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ミ
5
，
き

愛
護
感
謝
の
思
想
の
高

揚
か
ら
も
無
駄
な
使
い

方
例
え
ば
路
上
散
水
等

に
は
水
道
を
な
る
ぺ
く

使
わ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

断
今
回
市
水
道
課
で
ま

と
め
た
十
日
町
市
の
水

道
の
現
状
を
ご
参
考
ま

で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

ミ
ミ

W一一一一一W一一

ム冨市

③

　
委
　
員
　
会

　
そ
れ
か
ら
議
会
に
は
議
員
全
部

が
集
ま
る
議
会
の
ほ
か
に
、
八
人

で
組
立
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の

専
門
の
常
任
委
員
会
と
い
う
も
の

が
十
日
町
市
に
は
四
つ
あ
り
ま

す
。
こ
の
委
員
会
は
ど
う
し
て
つ

く
ら
れ
た
か
と
云
い
ま
す
と
、
こ

れ
は
本
会
議
で
こ
ま
か
い
問
題
を

い
ち
い
ち
審
議
す
る
こ
と
は
大
変

た
手
数
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
こ

れ
を
幾
つ
か
の
専
門
委
員
会
を
つ

く
っ
て
議
員
一
人
一
人
の
重
荷
を

軽
く
す
る
こ
と
．
そ
れ
か
ら
議
員

は
自
分
の
専
門
の
委
員
会
で
こ
ま

か
い
質
問
を
し
た
り
、
ま
た
意
見

を
述
．
岱
た
り
し
て
よ
い
結
論
を
生

み
出
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し

た
い
。
こ
う
い
う
こ
と
で
委
員
会

と
い
う
も
の
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
教
育
の
問
題
は
文
教

厚
生
委
員
会
に
、
消
防
間
題
は
総

務
財
政
委
員
会
で
審
議
す
る
。
そ

う
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

　
会
識
　
の
　
仕
方

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
し
て
市
長
が

集
め
る
議
会
の
本
会
議
、
そ
れ
か

ら
委
員
長
が
集
め
て
開
く
委
員
会

は
い
づ
た
い
何
人
出
席
す
る
と
会

議
が
開
か
れ
る
か
、
こ
う
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
特

別
な
場
合
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も

普
通
は
定
ま
っ
た
議
員
の
数
及
び

定
ま
っ
た
委
員
の
数
の
半
分
以
上

が
出
席
し
な
け
れ
ば
そ
の
会
議
は

開
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
例
え
ば
十
同
町
市
の
場
合
で
あ

り
ま
す
と
本
会
議
は
三
十
人
の
ヶ

ち
の
半
分
つ
ま
り
十
五
人
以
上
が

出
席
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
．
委
員
会
は
定
数
が
八
人
と
す

れ
ば
八
人
の
う
ち
の
半
分
つ
ま
り

四
人
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
な
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十
日
町
市
の
現
状
（
昭
和
三
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
度
実
績
）

ω
上
水
道

　
A
給
水
戸
数
　
三
．
七
七
七
戸

　
　
計
画
戸
数
　
三
、
〇
九
八
戸
に

　
　
対
し
＝
一
二
％

　
B
給
水
人
口
　
一
九
、
九
七
〇
人

　
　
給
水
区
域
内
人
口
二
二
、
〇
四

　
　
〇
人
に
対
し
九
〇
・
六
％
の
普

　
　
及
率

一
人
一
日
最
大
使
用
水
量
三
二
四
彬

②
簡
易
水
道
の
現
状

野
中
二
四
戸
　
一
五
四
人
、
安
養
寺

三
三
戸
　
一
六
八
人
、
当
間
二
三
戸

二
二
八
人
、
吉
田
一
三
〇
戸
　
七
六

八
人
、
北
原
三
〇
戸
　
一
七
七
人
、

計
二
四
〇
戸
　
一
、
四
〇
五
人

上
水
道
給
水
区
域
別
人
口
二
八
、
二

三
〇
人
に
対
し
五
％
の
普
及
率

③
十
日
町
市
の
末
給
水
家
庭
の
飲
料

　
水
状
況

　
ω
井
戸
約
三
、
○
○
○
戸

　
㈲
河
川
水
約
八
○
戸
（
か
け
水
七

　
　
八
戸
、
そ
の
他
二
戸
）

　
⑥
湧
水
約
一
、
二
〇
〇
戸

　
◎
灌
慨
用
水
約
二
〇
戸

　
計
四
、
三
〇
〇
戸

④
一
人
一
日
平
均
使
用
水
量

　
十
日
町
市
二
三
〇
膨
　
東
京
都
三

　
三
二
魍
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
九
〇

　
悩
　
ロ
ソ
ド
ソ
ニ
五
〇
謝
　
ロ
ー

　
マ
ニ
○
○
脇

　
　
駅
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
願
い

　
国
鉄
で
は
只
今
列
車
の
「
妨
害
、

防
止
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が

ノ￥

線
路
へ
の
立
入
や
、
レ
ー
ル
に
石
を

お
い
た
り
な
ど
つ
ぎ
の
こ
と
を
し
な

◎
鉄
橋
を
わ
た
る
　
◎
信
号
機
を
い

る
　
◎
反
射
鐘
を
こ
わ
す
　
◎
線
路

切
で
汽
車
が
く
る
の
も
か
ま
わ
ず
か

を
こ
え
る

向
上
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

御
意
見
が
多
々
お
あ
り
の
こ
と
と
思

ど
し
お
聞
か
せ
願
い
ま
し
て
、
尚
一

に
し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
1
十
日
町
駅
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

蒙
老
父
異
先
生
方
に
蚕
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
ご
指
導
い
た
だ
き
し
ま
て
列
車
の
㎜

事
故
防
止
に
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

た
ず
ら
す
る
　
◎
ポ
イ
ソ
ト
に
さ
わ
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

で
あ
そ
ぶ
　
◎
線
路
を
歩
く
　
◎
踏
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

け
て
渡
る
　
◎
石
を
な
げ
る
　
◎
棚
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
乗
客
の
み
な
さ
ま
へ
　
　
　
　
　
瞳

　
只
今
国
鉄
で
は
「
旅
客
サ
ー
ビ
ス
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

当
駅
の
接
客
態
度
に
つ
い
て
御
不
満
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

い
ま
す
。
皆
様
方
の
御
意
見
を
ど
し
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

層
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
、
明
る
い
駅
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

カ
リ
の
検
査
を

受
け
て
下
さ

日
時
昭
和
四
十
年
七
月
十
三
日
蔓

　
　
　
十
六
日
ま
で

場
所
　
十
日
町
市
体
育
舘

　
定
期
検
査
を
受
け
る
ハ
カ
リ

　
取
引
（
売
買
）
又
は
証
明
用
に
使

　
用
し
て
い
る
ハ
カ
リ
、
マ
ス
、
長

　
　
り

　
さ
計
及
び
商
店
、
露
店
商
、
運
送

　
業
、
工
場
、
事
務
所
、
農
協
等
で

　
使
用
し
て
い
る
ハ
カ
リ
、
学
校
、

　
病
院
等
で
使
用
し
て
い
る
体
重
計

　
身
長
計
、
坐
高
計
、
巻
尺
計
は
必

　
小
巻
沢
さ
ん
が
一
位

　
　
　
　
　
市
民
魚
釣
大
会

　
第
九
回
市
民
魚
釣
大
会
は
六
日

（
大
人
）
十
三
日
（
子
供
）
に
そ
れ

ぞ
れ
市
内
大
池
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
絶
好
の
釣
日
和
に
め

ぐ
ま
れ
朝
早
く
か
ら
田
頃
自
慢
の
ウ

デ
を
競
い
ま
し
た
。
大
人
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
大
漁
賞
】

①
小
巻
沢
富
平
　
（
十
貝
町
機
械
）

　
　
六
五
Q
4

②
高
木
平
八
（
栄
町
）
　
六
四
〇
4

③
渡
辺
正
夫
（
泉
町
）
　
五
八
0
4

④
庭
野
政
義
（
猿
倉
）
　
五
六
〇
4

⑤
山
田
力
三
（
十
日
町
機
械
）

　
　
五
五
〇
堵

　
【
鯉
の
部
】

①
渡
辺
正
夫
（
泉
町
）
　
三
二
〇
考

②
長
谷
川
弘
（
田
川
町
）
二
二
〇
4

い

o顧巳■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
ら
ず
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。
　
■

七
月
十
三
日
　
市
体
育
舘
　
午
前
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
時
三
十
分
妻
午
後
四
時
　
　
　
■

　
　
本
町
一
丁
目
上
下
、
本
町
東
、
　
■

　
　
西
一
丁
目
、
本
町
二
丁
目
、
本
■

　
　
町
三
丁
目
、
宮
下
東
、
西
、
諏
酬

　
　
訪
町
、
神
明
町
、
水
野
町
、
若
旧

　
　
宮
町
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

七
月
十
四
日
　
市
体
育
舘
　
午
前
八
㎜

　
　
時
三
十
分
≧
午
後
四
時
　
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
学
校
町
、
田
川
町
、
川
原
町
、
　
…

　
　
田
中
町
東
、
西
、
■
田
中
本
通
り
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
袋
町
東
、
西
、
中
、
西
寺
町
、
　
㎜

　
　
泉
町
、
栄
町
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

七
月
十
五
日
　
市
体
育
舘
　
午
前
八
…

　
　
時
三
十
分
セ
午
後
四
時
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
昭
和
町
一
、
二
、
三
、
四
丁
目
㎜

　
　
関
口
、
樋
口
町
、
加
賀
、
糸
屋
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
町
、
高
田
町
一
、
二
、
三
丁
目
㎜

　
　
七
軒
町
、
本
町
四
、
五
丁
目
、
　
脳

　
　
西
浦
町
東
、
西
、
本
町
六
丁
目
㎜

七
月
十
六
日
　
市
体
育
舘
　
午
前
八
胴

　
　
時
三
十
分
～
午
後
四
時
　
　
　
㎜

　
　
駅
通
り
、
旭
町
、
春
日
町
、
稲
闘

　
　
荷
町
一
、
二
、
三
、
四
丁
目
、
　
…

　
　
八
幡
田
町
、
島
、
江
道
、
猿
倉
闘

　
　
津
池
、
『
．
軽
沢
」
菅
沼
、
・
大
池
、
　
㎜

　
　
赤
倉
、
千
代
田
町
、
丸
山
町
　
　
一
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公魎だ劉

「
青
年
の
主
張
」

募
集
〃
”
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原
稿

　
「
中
魚
沼
郡
十
日
町
市
社
会
教

育
振
興
会
」
と
い
う
会
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
こ
の
郡
市
内
の
社

会
教
育
公
民
舘
関
係
の
人
達
が
、

た
が
い
に
協
力
し
あ
っ
て
よ
り
良

い
社
会
教
育
を
お
し
進
め
て
い
こ

う
、
と
い
う
ね
ら
い
の
も
の
で
す

が
、
そ
の
中
の
一
つ
「
青
少
年
教

育
研
究
部
会
」
で
は
今
度
、
彷
く

青
年
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
「
青

年
の
主
張
」
を
募
集
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
青
年
達
の
現
実
の

声
を
地
域
社
会
に
投
げ
か
け
、
た

く
さ
ん
の
人
達
か
ら
青
年
の
悩
み

や
願
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
ね
ら
い
か
ら
で
す
。
ふ
る

っ
て
御
応
募
下
さ
い
。

■
テ
ー
マ
（
一
つ
を
選
ん
で
下
さ

　
い
）

◎
彷
き
な
が
ら
私
は
こ
の
よ
う
に

　
し
て
学
ん
で
い
き
た
い

◎
職
場
の
中
で
考
え
る
こ
と

◎
私
は
農
村
の
中
で
こ
の
よ
う
に

　
し
て
生
き
て
い
き
た
い

◎
農
業
に
生
き
る
私
の
苦
し
み
と

　
喜
び

◎
家
庭
の
中
で
私
は
こ
ん
な
青
年

　
に
な
っ
て
い
き
た
い

◎
地
域
や
家
庭
の
中
で
お
と
な
た

　
ち
に
望
む
こ
と

◎
私
は
こ
ん
な
仕
事
に
一
生
を
捧

　
げ
た
い

◎
私
は
男
女
交
際
を
こ
う
考
え
る

■
規
定

　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
六
枚
以

　
内
。
原
稿
に
は
必
ず
住
所
、
氏

　
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
の
乙

　
と
o

■
宛
先

　
十
日
町
市
公
民
舘
内
「
青
年
の

　
主
張
」
係
宛
　
七
月
二
〇
日
ま

　
で

咀
表
彰

　
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈

　
す
る
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
約
一
，
O
編

　
を
入
選
と
し
別
に
表
彰
す
る
。

■
そ
の
他

　
不
明
な
点
は
各
公
民
舘
事
務
局

　
に
問
い
あ
わ
せ
て
下
さ
い
。

成
人
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
今
年
度
の
成
人
式
も
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
が
、
、
係
で
は
今
そ

の
あ
と
整
理
を
や
っ
て
お
り
ま
す

次
の
方
々
、
ど
う
ぞ
御
来
舘
下
さ

い
。■

式
当
日
の
欠
席
者

　
今
年
度
の
該
当
者
で
式
当
口
病

　
気
そ
の
他
の
都
合
で
や
む
を
え

　
な
く
欠
席
さ
れ
た
方
、
“
記
念

　
ア
ル
パ
ム
と
二
十
才
の
記
録

　
集
”
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
印
鑑
を
持
，
参
で
、
お
早
目
に
お

　
願
い
し
ま
す
。

■
二
十
才
の
記
録
応
募
者

　
過
日
も
文
書
で
連
絡
い
た
し
ま

　
し
た
が
、
二
十
才
の
記
録
応
募

　
者
に
に
全
員
記
念
品
を
さ
し
あ

　
げ
ま
す
。
ま
だ
お
い
で
に
な
ら

　
な
い
方
、
こ
れ
も
お
早
目
に
。

ロ
成
人
教
室
出
席
者

　
第
三
回
の
成
人
教
室
で
、
成
人

　
　
　
　
　
　
ぬ
サ

　
式
関
係
の
行
事
に
つ
い
て
ア
ン

　
ケ
ー
小
を
と
り
ま
し
た
が
、
今

、
年
度
に
は
無
理
な
点
が
ご
ざ
い

　
ま
す
の
で
、
こ
の
結
果
は
来
年

　
度
の
計
画
の
参
考
に
さ
せ
て
い

　
た
y
く
、
と
い
う
こ
と
で
御
了

　
解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
式
ス
ナ
ツ
ブ
写
真
希
望
者

　
成
人
式
の
記
録
用
に
と
り
ま
し

　
た
式
の
ス
ナ
ツ
プ
写
真
（
カ
ラ

　
ー
）
が
た
く
さ
ん
で
き
あ
が
り

　
ま
し
た
。
希
望
者
に
は
お
わ
け

　
い
た
し
ま
す
。
一
枚
大
九
〇
円

　
小
七
〇
円
で
す
。
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